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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 1 1 月 1 日 ( 2 0 2 3 . 1 1 . 1 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 1 7 6 7 8 2
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 0 0 8 0 7 ( P 2 0 2 3 - 5 0 0 8 0 7 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｌ 3 3 / 5 0 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ｆ ２ １ Ｖ 9 / 3 2 ( 2 0 1 8 . 0 1 )
   Ｆ ２ １ Ｖ 9 / 3 8 ( 2 0 1 8 . 0 1 )
   Ｆ ２ １ Ｓ 2 / 0 0 ( 2 0 1 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ ２ Ｂ 5 / 2 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｆ ２ １ Ｙ 1 1 5 / 1 0 ( 2 0 1 6 . 0 1 )
   Ｆ ２ １ Ｙ 1 1 5 / 3 0 ( 2 0 1 6 . 0 1 )
   Ｆ ２ １ Ｗ 1 3 1 / 2 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｌ 3 3 / 5 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｆ ２ １ Ｖ 9 / 3 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｆ ２ １ Ｖ 9 / 3 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｆ ２ １ Ｓ 2 / 0 0 ３ １ １  　 　 　
　 Ｆ ２ １ Ｓ 2 / 0 0 ６ １ ０  　 　 　
　 Ｇ ０ ２ Ｂ 5 / 2 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｆ ２ １ Ｙ 1 1 5 : 1 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｆ ２ １ Ｙ 1 1 5 : 3 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｆ ２ １ Ｗ 1 3 1 : 2 0 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 8 月 4 日 ( 2 0 2 3 . 8 . 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 固 体 発 光 素 子 と 第 一 の 蛍 光 体 及 び 第 二 の 蛍 光 体 と を 備 え 、 出 力 光 を 放 つ 発 光 装 置 で あ っ  
て 、
　 前 記 出 力 光 の 分 光 分 布 は 、 前 記 第 一 の 蛍 光 体 が 放 つ 蛍 光 に 由 来 す る 第 一 の 光 成 分 と 、 前  
記 第 二 の 蛍 光 体 が 放 つ 蛍 光 に 由 来 す る 第 二 の 光 成 分 と 、 前 記 固 体 発 光 素 子 が 放 つ 光 に 由 来  
す る 第 三 の 光 成 分 と を 有 し 、 か つ 、 前 記 第 一 の 光 成 分 と 前 記 第 二 の 光 成 分 と の 間 に 第 一 の  
極 小 値 を 有 し 、 前 記 第 一 の 光 成 分 と 前 記 第 三 の 光 成 分 と の 間 に 第 二 の 極 小 値 を 有 し 、
　 前 記 第 一 の 光 成 分 は 、 ５ ６ ０ ｎ ｍ 以 上 ７ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 の 波 長 範 囲 内 に 強 度 最 大 値 を 持 つ  
蛍 光 成 分 で あ り 、
　 前 記 第 二 の 光 成 分 は 、 ７ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 ２ ５ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 の 波 長 範 囲 内 に 強 度 最 大 値 を 持  
つ 蛍 光 成 分 で あ り 、
　 前 記 第 二 の 光 成 分 の 強 度 最 大 値 は 、 前 記 第 一 の 光 成 分 の 強 度 最 大 値 よ り も 大 き く 、
　 前 記 第 一 の 極 小 値 及 び 前 記 第 二 の 極 小 値 は 、 前 記 第 二 の 光 成 分 の 強 度 最 大 値 の ５ ０ ％ 未  
満 で あ る 、 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 二 の 光 成 分 の 分 光 分 布 は 、 波 長 １ ０ ｎ ｍ ご と の 分 光 強 度 を ヒ ス ト グ ラ ム で 表 示 し  



10

20

30

40

50

JP WO2022/176782 A5 2023.11.1(2)

た と き に 単 峰 型 と な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 二 の 光 成 分 に お い て 、 強 度 最 大 値 の ５ ０ ％ の 強 度 を と る 長 波 長 側 の 波 長 と 低 波 長  
側 の 波 長 と の 間 の 波 長 差 は 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 上 ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載  
の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 一 の 光 成 分 の 分 光 分 布 は 、 波 長 １ ０ ｎ ｍ ご と の 分 光 強 度 を ヒ ス ト グ ラ ム で 表 示 し  
た と き に 単 峰 型 と な る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 一 の 光 成 分 に お い て 、 強 度 最 大 値 の ６ ０ ％ の 強 度 を と る 長 波 長 側 の 波 長 と 低 波 長  
側 の 波 長 と の 間 の 波 長 差 は 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 上 ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず  
れ か 一 項 に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 三 の 光 成 分 は 、 ３ ５ ０ ｎ ｍ 以 上 ６ ６ ０ ｎ ｍ 未 満 の 波 長 範 囲 内 に 強 度 最 大 値 を 持 つ  
、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 一 の 光 成 分 は 、 ５ ７ ０ ｎ ｍ 以 上 ６ ５ ０ ｎ ｍ 未 満 の 波 長 範 囲 に 強 度 最 大 値 を 持 つ 、  
請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 一 の 光 成 分 は 、 Ｃ ｅ ３ ＋ 又 は Ｅ ｕ ２ ＋ で 賦 活 さ れ た 前 記 第 一 の 蛍 光 体 が 放 つ 蛍 光  
に 由 来 す る 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 二 の 光 成 分 は 、 Ｃ ｒ ３ ＋ で 賦 活 さ れ た 前 記 第 二 の 蛍 光 体 が 放 つ 蛍 光 に 由 来 す る 、  
請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 一 の 光 成 分 は 、 前 記 固 体 発 光 素 子 と 前 記 第 一 の 蛍 光 体 と を 組 み 合 わ せ て な る 波 長  
変 換 型 発 光 素 子 が 放 つ 光 成 分 の 少 な く と も 一 部 か ら な る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 項  
に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 光 装 置 を 備 え る 、 電 子 機 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ９ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ９ ９ 】
　 そ し て 、 出 力 光 ４ に お い て 、 相 関 色 温 度 は ２ ２ ９ ９ Ｋ 、 黒 体 輻 射 か ら の ず れ を 示 す ｄ ｕ  
ｖ は － ９ ７ ． ０ 、 ｘ ｙ 色 度 座 標 は （ ｘ ， ｙ ） ＝ （ ０ ． ３ ５ ８ 、 ０ ． ２ ０ ８ ） 、 平 均 演 色 評  
価 数 Ｒ ａ は ３ ７ で あ っ た 。 な お 、 平 均 演 色 評 価 数 （ Ｒ ａ ） が 低 い 理 由 は 、 緑 色 の 波 長 範 囲  
と な る ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 ５ ５ ０ ｎ ｍ 未 満 の 分 光 強 度 の 最 大 値 が 、 第 二 の 光 成 分 の 強 度 最 大 値  
の １ ５ ％ 未 満 （ １ １ ％ ） と 小 さ い こ と に よ る も の と 考 察 で き る 。
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